
番
号

名

称

住

所

市
町
村
長
又
は
特
別
区
長
に
対
し
て
特

定
中
小
企
業
者
の
認
定
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
る
期
間

5013

株
式
会
社
タ
イ
ヨ
ー

東
京
都
品
川
区
大
崎
五
丁
目
四
番
三

号

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
二
日
か
ら
平

成
二
十
三
年
四
月
二
十
一
日
ま
で

5014

日
本
ホ
ー
バ
ス
株
式

会
社

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
上
落
合

二
丁
目
四
番
一
号

平
成
二
十
二
年
五
月
十
九
日
か
ら
平
成

二
十
三
年
五
月
十
八
日
ま
で

5015

千
葉
興
業
株
式
会
社

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
今
井
一
丁
目

十
九
番
十
四
号

平
成
二
十
二
年
五
月
十
九
日
か
ら
平
成

二
十
三
年
五
月
十
八
日
ま
で

5016

朝
日
運
送
株
式
会
社

広
島
県
広
島
市
西
区
草
津
港
一
丁
目

七
番
六
号

平
成
二
十
二
年
四
月
十
二
日
か
ら
平
成

二
十
三
年
四
月
十
一
日
ま
で

平成™™年�月™™日 火曜日 第œššŸ号官 報
〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
四
十
八
号

中
小
企
業
信
用
保
険
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
四
号
）
第
二
条
第
四
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
同

号
の
事
業
者
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
二
日

経
済
産
業
大
臣

Æ
嶋

正
行

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
五
十
五
号

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
一
日
農
林
水
産
省
告
示
第
五

百
四
十
四
号
（
指
定
漁
業
の
許
可
及
び
取
締
り
等
に
関
す

る
省
令
第
五
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
大
西
洋
く

ろ
ま
ぐ
ろ
の
年
間
の
漁
獲
量
の
限
度
の
割
当
て
の
基
準
を

定
め
る
件
）
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
大
西
洋
く
ろ
ま

ぐ
ろ
の
年
間
の
漁
獲
量
の
限
度
の
合
計
の
上
限
と
し
て
農

林
水
産
大
臣
が
定
め
る
量
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
二
日

農
林
水
産
大
臣

山
田

正
彦

一

北
緯
十
度
の
線
以
北
の
西
経
四
十
五
度
の
線
、
北
緯

十
度
西
経
四
十
五
度
の
点
か
ら
北
緯
十
度
西
経
三
十
五

度
の
点
に
至
る
直
線
、
北
緯
十
度
西
経
三
十
五
度
の
点

か
ら
北
緯
五
度
西
経
三
十
五
度
の
点
に
至
る
直
線
、
北

緯
五
度
西
経
三
十
五
度
の
点
か
ら
北
緯
五
度
西
経
三
十

度
の
点
に
至
る
直
線
、
北
緯
五
度
西
経
三
十
度
の
点
か

ら
赤
道
と
西
経
三
十
度
の
線
と
の
交
点
に
至
る
直
線
、

赤
道
と
西
経
三
十
度
の
線
と
の
交
点
か
ら
赤
道
と
西
経

二
十
五
度
の
線
と
の
交
点
に
至
る
直
線
及
び
赤
道
以
南

の
西
経
二
十
五
度
の
線
か
ら
成
る
線
以
西
の
大
西
洋
の

海
域
（
以
下
「
西
大
西
洋
海
域
」
と
い
う
。）に
お
け
る

平
成
二
十
二
年
の
大
西
洋
く
ろ
ま
ぐ
ろ
の
年
間
の
漁
獲

量
の
限
度
の
合
計
の
上
限
は
、
四
百
三
十
一
・
九
一
ト

ン
と
す
る
。

二

西
大
西
洋
海
域
以
外
の
大
西
洋
の
海
域
（
地
中
海
の

海
域
を
含
む
。）に
お
け
る
平
成
二
十
二
年
の
大
西
洋
く

ろ
ま
ぐ
ろ
の
年
間
の
漁
獲
量
の
限
度
の
合
計
の
上
限

は
、
千
百
四
十
八
・
〇
五
ト
ン
と
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
四
十
六
号

中
小
企
業
支
援
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
四
十
七

号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二

年
六
月
一
日
付
け
を
も
っ
て
左
記
の
者
を
中
小
企
業
診
断

士
と
し
て
登
録
し
た
の
で
、
中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
等

及
び
試
験
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令

第
百
九
十
二
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す

る
。平

成
二
十
二
年
六
月
二
十
二
日

経
済
産
業
大
臣

Æ
嶋

正
行

登
録
番
号

氏
名

登
録
番
号

氏
名

1
0
2
8
1
0

平
野
孝
雄

1
0
7
1
7
7

堀
江
弘
明

2
0
3
5
0
9

小
山
敞
二

2
0
4
1
1
2

大
西
祥
雄

2
0
6
9
1
7

伊
藤
勝
彦

2
0
8
1
8
3

ˆ
橋
能
樹

2
0
9
4
0
1

小
林
信
一

2
0
9
4
3
2

中
山
欽
也

2
0
9
5
6
9

大
野
幾
雄

2
1
3
1
4
0

平
井
弘
太
郎

2
1
3
3
5
9

西
川
豊
哲

2
1
4
9
2
6

石
川
香
代

3
0
0
2
5
4

岡
部
穂
積

4
0
7
9
6
8

西
畑
豪
人

4
0
7
9
6
9

服
部

哲
4
0
7
9
7
0

佐
々
木
和
幸

4
0
7
9
7
1

伊
藤

司
4
0
7
9
7
2

堀
井
健
太
朗

4
0
7
9
7
3

佐
藤

誠
4
0
7
9
7
4

水
谷
裕
也

4
0
7
9
7
5

伊
∂
浩
祐

4
0
7
9
7
6

小
笠
原
典
彦

4
0
7
9
7
7

松
本
秀
一

4
0
7
9
7
8

白
川
雄
一

4
0
7
9
7
9

澤
伸
恭

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
四
十
七
号

中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
等
及
び
試
験
に
関
す
る
規
則

（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
百
九
十
二
号
）
第
十
三

条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
六
月
一
日

付
け
を
も
っ
て
中
小
企
業
診
断
士
の
氏
名
に
係
る
登
録
簿

の
変
更
を
し
た
の
で
、
同
規
則
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
二
日

経
済
産
業
大
臣

Æ
嶋

正
行

登
録
番
号

（
変
更
後
）

（
変
更
前
）

4
0
3
5
9
0

山
本
貴
子

眞
鍋
貴
子

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
六
百
七
十
一
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
二
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

綱
ノ
瀬
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
四
十

八
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
四
十

八
号
を
平
成
二
十
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
九

十
一
号
で
指
定
し
た
第
五
号
に
掲
げ
る
土
地
の
境
界

線
に
沿
っ
て
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

宮
崎
県
西
臼
杵
郡
日
之
影
町
大
字
七
折

字
黒
仁
田

五
〇
四
〇
番

一
号
か
ら
三
号
ま
で

五
〇
四
一
番

四
号

五
〇
六
三
番
二

五
号

五
〇
四
四
番
四

六
号

五
〇
四
四
番

七
号

五
〇
四
五
番

八
号
及
び
九
号

五
〇
四
七
番
三

十
号
か
ら
十
四
号
ま

で

五
〇
四
七
番
六

十
五
号
か
ら
十
九
号

ま
で

五
〇
四
七
番
七

二
十
号
及
び
二
十
一

号

五
〇
四
七
番
六
地
先
河
川
敷

二
十
二
号
か
ら
三
十

二
号
ま
で

五
〇
四
八
番
一

三
十
三
号
か
ら
三
十

八
号
ま
で

五
〇
四
八
番
二

三
十
九
号

五
〇
四
八
番
三

四
十
号
か
ら
四
十
三

号
ま
で

字
杉
ノ
原

四
九
〇
六
番
一

四
十
四
号
か
ら
四
十

八
号
ま
で

名

称

東
京
臨
海
大
橋
工
事
西
方
Ｃ
灯
浮
標

位

置

所

在

地

京
浜
港
東
京
区
（
東
京
灯
標
の
北
方

約
四
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
五
e

三
六
e

三
〇

東

経

一
三
九
e

四
九
e

三
九

変
更
し
た
事
項

位

置

所

在

地

京
浜
港
東
京
区
（
東
京
灯
標
の
北
方

約
四
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
五
e

三
六
e

三
一

東

経

一
三
九
e

四
九
e

四
一

変
更
年
月
日

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
日

記

事

一
時
撤
去
中
の
と
こ
ろ
位
置
変
更
の

う
え
復
旧

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
百
五
十
六
号

航
路
標
識
の
位
置
の
変
更
に
つ
い
て
、航
路
標
識
法（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）第
六
条
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
二
日

海
上
保
安
庁
長
官

鈴
木

久
泰

名

称

東
京
臨
海
大
橋
工
事
西
方
Ａ
灯
浮
標

位

置

所

在

地

京
浜
港
東
京
区
（
東
京
灯
標
の
北
方

約
四
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
五
e

三
六
e

一
八

東

経

一
三
九
e

四
九
e

三
一

変
更
し
た
事
項

位

置

所

在

地

京
浜
港
東
京
区
（
東
京
灯
標
の
北
方

約
四
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
五
e

三
六
e

二
一

東

経

一
三
九
e

四
九
e

三
八

変
更
年
月
日

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
日

記

事

一
時
撤
去
中
の
と
こ
ろ
位
置
変
更
の

う
え
復
旧

名

称

東
京
臨
海
大
橋
工
事
西
方
Ｂ
灯
浮
標

位

置

所

在

地

京
浜
港
東
京
区
（
東
京
灯
標
の
北
方

約
四
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
五
e

三
六
e

二
七

東

経

一
三
九
e

四
九
e

四
三

変
更
し
た
事
項

位

置

所

在

地

京
浜
港
東
京
区
（
東
京
灯
標
の
北
方

約
四
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
五
e

三
六
e

二
六

東

経

一
三
九
e

四
九
e

四
五

変
更
年
月
日

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
日

記

事

一
時
撤
去
中
の
と
こ
ろ
位
置
変
更
の

う
え
復
旧

œ


		2010-06-21T15:00:22+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




